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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)

【公開番号】特開2007-215167(P2007-215167A)
【公開日】平成19年8月23日(2007.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2007-032
【出願番号】特願2007-5475(P2007-5475)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｋ
   Ｂ４１Ｊ  29/00    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ  29/00    　　　Ｔ
   Ｂ４１Ｊ  29/42    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   1/00    １０６Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月14日(2010.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  動作モードを通常電力モードと前記通常電力モードよりも消費電力を抑えた省電力モー
ドとの間で切替可能な画像処理装置であって、
　ユーザによって操作される操作手段と、
  前記画像処理装置の使用を許可するためのユーザ識別情報を格納した非接触媒体から前
記ユーザ識別情報を取得する識別情報取得手段と、
  前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状態で、前記識別情報取得手
段にて前記ユーザ識別情報を取得した場合に、前記操作手段が操作されたか否かを判断す
る判断手段と、
  前記判断手段にて前記操作手段が操作されたと判断される場合に、前記画像処理装置の
動作モードを前記省電力モードから前記通常電力モードへ切り替える制御手段と
を備える画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像処理装置の動作モードが前記通常電力モードへ切り替わった場合に、当該画像
処理装置が使用可能状態の旨を表示する表示手段を備える請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　取得された前記ユーザ識別情報から前記画像処理装置の使用可否を判断する情報判断手
段を備える請求項１に記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記判断手段は、前記省電力モードの状態で、前記識別情報取得手段にて前記ユーザ識
別情報を取得した後、所定の時間内に前記操作手段が操作されたか否かを判断し、
　前記制御手段は、前記所定の時間内に前記操作手段が操作された場合に、前記画像処理
装置の動作モードを前記省電力モードから前記通常電力モードへ切り替える請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状態で、前記識別情報取得手
段にて前記ユーザ識別情報を取得した場合に、前記操作手段の操作を促す旨を表示する表
示手段を備える請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記識別情報取得手段を介して取得した前記ユーザ識別情報を記憶する記憶手段と、
　前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状態で、前記識別情報取得手
段にて前記ユーザ識別情報を取得した後、所定の時間内に前記操作手段が操作されたか否
かを判断し、
　前記制御手段は、前記所定の時間内に前記操作手段が操作されなかった場合には、前記
記憶手段が記憶する前記ユーザ識別情報を消去する請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　動作モードを通常電力モードと前記通常電力モードよりも消費電力を抑えた省電力モー
ドとの間で切替可能な画像処理装置における動作モード切替制御方法であって、
  前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状態で、前記画像処理装置の
使用を許可するためのユーザ識別情報を格納した非接触媒体から前記ユーザ識別情報を取
得した場合に、ユーザの操作入力を受け付ける操作手段が操作されたか否かを判断し、
  前記操作手段が操作されたと判断される場合に、前記画像処理装置の動作モードを前記
省電力モードから前記通常電力モードへ切り替える動作モード切替制御方法。
【請求項８】
　前記省電力モードの状態で前記ユーザ識別情報を取得した後、所定の時間内に前記操作
手段が操作されたか否かを判断し、
　前記所定の時間内に前記操作手段が操作された場合に、前記画像処理装置の動作モード
を前記省電力モードから前記通常電力モードへ切り替える請求項７に記載の動作モード切
替制御方法。
【請求項９】
　前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状態で前記ユーザ識別情報を
取得した場合に、前記操作手段の操作を促す旨を表示する請求項８に記載の動作モード切
替制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述した課題を解決するため、本発明の一態様に係る画像処理装置は、動作モードを通
常電力モードと前記通常電力モードよりも消費電力を抑えた省電力モードとの間で切替可
能な画像処理装置であって、ユーザによって操作される操作手段と、前記画像処理装置の
使用を許可するためのユーザ識別情報を格納した非接触媒体から前記ユーザ識別情報を取
得する識別情報取得手段と、前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モードである状
態で、前記識別情報取得手段にて前記ユーザ識別情報を取得した場合に、前記操作手段が
操作されたか否かを判断する判断手段と、前記判断手段にて前記操作手段が操作されたと
判断される場合に、前記画像処理装置の動作モードを前記省電力モードから前記通常電力
モードへ切り替える制御手段と、を備えることを特徴とすることができる。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明に係る動作モード切替制御方法は、動作モードを通常電力モードと前記通
常電力モードよりも消費電力を抑えた省電力モードとの間で切替可能な画像処理装置にお
ける動作モード切替制御方法であって、前記画像処理装置の動作モードが前記省電力モー
ドである状態で、前記画像処理装置の使用を許可するためのユーザ識別情報を格納した非
接触媒体から前記ユーザ識別情報を取得した場合に、ユーザの操作入力を受け付ける操作
手段が操作されたか否かを判断し、前記操作手段が操作されたと判断される場合に、前記
画像処理装置の動作モードを前記省電力モードから前記通常電力モードへ切り替えること
を特徴とすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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